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] . はじめに 

情報通信技術づま ， @ ， )@ ICT (Il 正 mrm 吋 ioIlanaCommu ㎡ Cat 油皿 ね CnIl0 № 綴 Ⅰに関わる 技行 ・ ず 

開発の進展やそれに 伴う制度改革などにより、 これらの製品が 我々の生活環境下で 身近な 

存在になってき - び " 、 る 。 こうしたをか、 ICT に関わる 々ツ ベーションによって 多， くの新製 : 

，が 登場してぎているとと :) に、 その普及率に 注Ⅱが集まっている。 ところで、 内閣府 #; 蚤 

済 利会総合研究所は．毎年耐久消費財の 全地帯に用する 普及率を公表している。 このなか 

には、 乗用車、 家具、 家電製品などとともにテレビ や 下町沢、 ファクシミリ、   バーソナルコ 

ンビュータ (PC) などの ICT に関わる耐久消費財の 普及率が掲載されている。 

本論ではこれら㈹データに Ba 睡 モデルを適用して、 TCT に関わる耐久消費財の 全 世 特 

に対する普及率を 統計的に解析する。 次に、 この解析結果に 基づいで、 B 俺 S モデルの適用 

; す能 ャ生ならびに ICT に関わる耐久消費財の 告 及の特徴について 検討する。 最後に - 、 これら 

新製品の普及率についてどのように 考えたらよい㏄ か 、 ひとつの提案を f]-3 。 

2. イ / ベージコン普及モデルの 定式化とそ㈲ 後の展開 

イノベーションについてはいろいろな 定義があ るが、 ここではあ る社会システムの 成典に 

とって新しいと 知 克されるアイディアのことであ る (Rogers, 1995) としておく。 イノベ 

ーションの普及過程において、 普及率は時間軸に 沿って S 字 曲線を描くとしばしば。 われ 

る " これは必ずしも 間違いではないのであ るが、 普及率曲線が S 字型であ るという場合、 
社会システムの 成員間の内部的なコミュニ ケ ー、 ンコンつまり 奏 す人 コ             ケ - シ コンに よ 

りてイノベーションが 伝播すると暗黙 裡に 仮定さなしていることが 多い。 即 し 、 風邪などの 

感染症 " 流行るのと同様のいわゆる 疫学モデルを 適用しているのであ る。 しかしながら、 

イノベーションが 社会シ ス 、 ラムに普及するとき、 こうした対人コミュニケーションなどの 内部的な コ ヱ ハ チヤンネルのみならずマスコミュニケ - シ " ン などの 外 W, 
的な チャ ンネルを介して、 当該利 - 全 システム・の 成員に伝播することが 知られている 

(Rogers, 1995), 実際、 製， ，の 普及率曲線は 多く㏄場合お 字 曲線とはなっていないこと 

がわかる「 イ / ベ - シコンク :, 普及過程にお。 て、 二ぅ した二つのコミュニケ - ション・チ 

ャンネルがあ ることに 石口 して、 Bass(1969) は疫学モデルを 拡張した イ / ベ - シコン普及 

モデルを提案しだ。 これを通常 BaSs モデルと呼んでいる " つまり、 

仮 /dt 二 axdl-x7%+b(K く -x) 

ここで、 x  : 採ナ f 」者数、 K  : f 並矢 @ 、 t  : Ⅱ寺田 ] 、 a 、 b  : パ ラメータ。 

Bass モデルでは普及率の 増加を模倣 名   によるイノベーション リ 採用 と 、 革新者による 採 

川 とにⅨ 介 している，つまり、 前者は対人コミュニゲージョ シ などの内部的なチャン ネ、 ル 

を 介して、 社会シメ、 テムの成典が 既採用老を模倣しながら 新たにイノベーションを 採用し 

ていく 過 f, を模擬していろ ，これに対して、 後名，で は マスコミュニケーション・チヤン ネ、 

ル などの外部的なチヤン ネ、 ルを 介して、 召 ， 会 ジスナムの成典が 円らの、 ドげ 断で、 革新的に イ 
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ソ ベーションを 採用していくとしている。 両者の和が イ / ベ - ション普及の 全増加貴を表 

すのであ る。 Ba 艶 (1969) は a を模倣者係数、 b を 串 新 者 係数と呼んでいる。 ざらに、 BasS 

等 (1985) ではこれを拡張して、 前者を内部影響係数、 後者を外部影響係数と 呼んでいろ。 

つまり、 内部影響係数は 水平的で、 非公式 0) いわゆる 口 込みのコミュニケーションなどの 

関数であ るし、 これに対しで 外部影響係数は 垂直的で、 公式のマスコミュニケ - ションな 

どの関数てあ る というわげであ る。 これに加えて、 制度変更、 たとえば基準の 緩和やあ る 

いは・基準の 制定など、 イノベーションの 推進政策や 、 時には抑制政策などの 政策 変 史も覚 

部影響係数に「影響」を 及ぼすと考えられる。 

さて、 B 俺もば i: 式の普及モデルを 提案した ヒ で、 これを当時 1960 年代の米国で 広ぐ普 

及しつつあ った家電等の 耐久消費財に 適用している。 それによる ど 、 良好な適合数値を 得 

でおり、 この定式化の 妥、   性を主強している。 Bass によるこの普及モデルの 提案があ った 

後、 そのわかりやすさや 簡明さとともに 定量的な解析が 可能であ る二となどから (Rog ㏄ S, 

1995) 、 経営学特に マ - ゲティシ グ に 適 m されるとともに、 このモデルを 基本として多く 

の 修正や拡張が 行われている " しかしながら、 H 本語ワードプロセッサのわが 国企業への 

普及過程を分析するなかで、 Mi ㎏ u 助 Ⅱ 200 鋤はこれ， も の バ ラメータつまり 内部影響係数と 

外部影響係数は ノ、 ずしも   - 定の値を示しておも ず、   - 定の傾向をもち つ っ変動している 二 

と ; を示している ， ま、 た 、 潜在的採用者数 - つまり社会システムを 構成する母集団であ るが、 

これも漸増するする 傾向にあ ， ることがわかった。 そこで次に、 ICT に関わる耐久消費財に 

Bass モデルを適用することにより、 そ ㈹妥当性について 検証してみよう。 

3. BaSs モデルの情報通信技術に 関わる耐久消費財への 適用 

轄 aS8 モヂル に基づいて個別イノベーションの 普及率を解析するために、 内閣府経済社会総 

合研究所が公表し。 いる「耐久消費財の 普及率 ( 全世帯 ) 」のうち、 ICT に関わる耐久消費 

財の各年毎の 普及率を用いる。 其体的には泰一 j を参考にされたい。 なお、 2003 年 3 Ⅱ 

時点の同 表 によると、 これに加えて 携帯電 品 、 デジタルカメラ、 DV つ プレーヤーが 掲載 

されて i 、 るが、 いずれも :: 年間分のデ - タ L ぶ 、 な いノ ) で除外した「また、 カフオケ装置 と 

ビデオディスクブレーヤーは 同表掲載以来減少傾向にあ るので、 こ ・ れ らも除外しだ。 なお、 

ワープロについては 2003 年 3 月時点のⅡ表に 記載はないが、 2000 年までの普及率が 収録 

されているので、 これ・を解析対象にⅡ「 @ た - 
太 解析では、 普及率に 問 わるパラメータが 時間の経過とともに 変化することを 示すため 

に、 最も古い ヂ - タ からはじめて 5 年目以降のデータについて、 最新午にいたるまで 色 ・ 午 

毎に解析を行った ， また、 VTK に - ついては・ 1992 伍に統計 誤 、 差で @:1 説明できないような 

典常な普及率の 低トがあ る。 そこで、 解析においで は 、 1992 午の デ - タ をそのまま用いた 

場合 (VT 鳳 D)) と 、 1992 年 グ ) データを双後の 午の普及率により 補正した場合 (VT 臥 2)) 

に 分けて解析した。 その概略結果を 表 一 Ⅰに示す " ここで、 暫定的とあ るのは、 第 - にこ 

れらの パ ラメータはこの 表にまとめた 以 l- に不規則な動きをしているからであ る，まだ、 

解析結果が安定するまでに 5 年間以 1, の時間経過を 要するこ - とが多く 、 表 -1 に示した結 

果は 、 安だした期間を 目視により判断し、 暫定的にぞの 結果を記したものだからであ る。 

このような前提はあ るものの、 この表がらだだちに 次のようなことが 示される。 第 - に、 

解析対象となった 耐久消費財のうち ゼ 数で は 解を同定するごとができなかった。 本来 正 で 

あ る     くきハ ラメ - タ が な になったり、 解析の途中で 虚数が現れたりしたのであ る。 第 - に、 
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カラーテレビ㈹ 場 令を唯 - ㈹例外として、 他の耐久消費財では 内部影響係数と 外部影響係 

数は解析対象 期冊 ;: よって明らかに 変動しでいる。 ぞの変動は - 定の傾向つまり ， 貫 して 

増 人ないし減少する 傾向がみられるも ， のの、 いくつがの例外があ る。 第 '- に、 母集出につ 

  、 ても 杵ドの 変動はあ る「 しかし、 内部および外部影響係数 ど 比較しで 的 安定している - 

それでは、 どうして二のような 結果になったのであ ろうか。 Ba 艶 モデルの欠陥であ ろう 

か 。 それとも普及率に 内在する問題であ ろうか。 沃 、 にこれについて 検討してみよ       

表 -l  lCT に関わる耐久消費田の 普及率分析 ( 暫だ値 )   
      Ⅰ。   下咋無 l,,   月 l 

コ 

ユ   」 l   」・   一 
  一一一一丁一一一一一 

""" 生 Ⅰ     一一ユ - 一一 
r@ -@40 

一 … 」 @@   

4, なぜ Bass モデルに従わな、             

1969 午に Bass モデルが提案されて 以来、 多くの修正が 提案されてき " 。 たとえば 、 佃丘 Ⅱ 辛芽 

の 変動を陽 表 的に方 柑式 中に組み込むなどであ る。 こ - れは Bass モ 。 ルの襖 " からは外部 

影響係数の代表的な 変動要因 と :, て 価格要素を導入することに 対応する - あ るいは、 加速 

度 的な普及を考慮するために 指数関数を導入するなどの 試みも り われてきだ， さら ，にバ ラ 

メータの変動を 考慮 L, た 数値解析も、 将来 P 測の観 " から提案されて :, 、 る - これ。 はいず 

れ，も 、 元々の B,lSS モデルでは必ずしも 妥当しない結束を・ 若卜原 方陣弍を変更すること 

によって対応しょうとするものであ り、 - 面では、 BaSss モデル㈹優秀性の 柾 た でもあ る， 

実際、 竿石   も Bass モデルの基本的な 妥当性に疑いを 挟むものではない。 とすると、 対象 

どしたイノベーションの 特質や、 社会環境特にコミュニケ - ション環境が、 Bass モデル 提 

案時とは大きく 変わっていることにこのような 不適分の原因があ るのではなかろうか。 

このとき、 次のような理由が 考えられ・ る 。 第 - に 、 マスコミュニケーシコシの 発達やそ 

㈲ 他 いわゆるニューメデノアやインターネン ト などの中間的ないし 搬新 的なコミュニケー 

ション手段の 進歩と碑文により、 多様なマーケティンバ 戦略が取れるよ う になったこと。 

第 : に、 これと表裏 - 体の関係にあ るが、 消費者白身受身ではなく 積極的に製品に 対する 

要求を表明できるよ う になってきたこと。 第 ---. に、 消費者 ( イ / ベージョシ採用者Ⅰの 皮ん ㌦ 

を見定めながら 販売戦略を調整しでいく 等マーケデインバ 戦略が上り高度 ィが 」，てきだこと   

第四に、 新製，の投入が 比較的に頻繁になってきだこ と 。 第五に、 政策立案右の 側でも， 、 

ヅ該イソ バこ 一、 i, ョ :, ( 商品 ) の普及あ る ;, は 抑制のために、 さまざまな政策手段を 活用して   

イソベーシアンの 普及過程に影響を 及ぼすようにな。 てきたこと， こ - の ほ 。 ， にもいくつか 

の理由が考えられよ う が 、 も ・しそうだとすれば・ こ - れ - らの 。 ・ラメークがイ ソ ベ - ジ づンれ 
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普及． 過卍 をつ ， うじで 定であ るとみなして、 Ⅲ冊分析 笘 ㈲統計処理にとろ ク nt 「 遜 ，・ : 味のみ， 

頼ることは普及 週 Ⅱの動向を児誤る i6l; 灸，ト，ヒ があ る， 

たとえ内部および 外部影響Ⅲ丘によって イ / ベ一 。 ョン が吉政する @ ，しても、 これらの 

レ、 l チ は 時間の経過さともに 変化していく、 換 」すれ @- ぎ 日刊朋の例数であ ると考えられろ - こ 

のとき、 イノベ - ションの普及過程につ。 、 で 車前にぞの過程を 丘 測 することはできず           

かだか、 あ る時点での傾向か 続いたときに、 それはどのような 結果をもたらすかとか、 そ 

㈹ 似 、 向を変えるにばどのような 戦略がとり ぅ るかというこ ヒ がⅢ題になる 後者に関して 

は、 Ⅱ二組織系の 問題に帰結する。 つまり、 その過程全体を 小前に 斤 mH@l することや、 そ の 

過程を制御することはできないが、 その通性に影響を 及ほし、 またそ㈲ 過 理を 定の方 l",] 

に ぷ，博 することは可能なのであ る。 これに閲してば、 L- 述のよ、 うな 利苫 @ ，侠 者の ィ， 動を ，分 

析 ，解釈し、 それに ぷれ こ ;;, ぞ、 、 ，こと、 つまり、 : 、 かに関係者を 巻き込むこ。 がてき る力、 

た いうことが 屯要 な戦略になってくる。 力 、 前者㈹ような 現在の倣 向 " 統 ぐとき、 それ 

には ハ ラメータの変化を 考慮 l, た モデルお構築と、 それの数 匝 的な，ミュ。 一シ 」 ， " 必 

要 になる， こ ㈲ような考察のを ，とで、 聾者はこれを 解析 十る シミュレ 一， ゴン・ ，ローデ，を 

朋 発している，すなわら、   , ビの 大きさを持った 平面 ヒで イノベーション 呼使過世を、 内 

部および 列 、 部 影響係数を考庵し・ つ，コ 、 シミ ニ レーシコンを ; 疋 れしていろが、 本陣でばこれ 

を 論じる余裕がないので 別の機会に譲りたい ， 

5. おわり @- 一 

Bass モデルは 1969 午に 提 案されて以来、 い くつかの改良や 修正が試みられっ っ も 、 ィ / 

べ一ション普及 過 f 安を解析する 見本モデルとして 現在でも ぱ、 く 参照されかつ 応用されてい 

る 。 しかし，、 その考え万は 既に起こ - つた イ / ベーション普及過程を 統計解析し 、 各 ハラメ 

- タの適合ャ生を 判定するものであ る。 したがって、 イノ ベ - ションが普及する 過程での イ 

ソ ベーション提供者に 上る戦略変 更や 、 政策立案者による 政策変化などを 考 癒することは 

- できない。 方イ / ベトシ コンを具現化 -r る人 L 物や 、 ときに は イノベーションそのも、 の 

が変化・することが iCT ( 脩鞭 通信技術 ) に関するイノベ - ションで は 頻繁に生じている 

(MitsufmJi,2003) 。 こ - れらの現象は Ba ㏄モデル ト で はハラツー タ 9 変化として現れてくる   

- 方、 インターネ、 ット が地球Ⅱにあ まね， 浮反 し、 コンピュータ 対人間の関係が、 歩射 l 

あ るいはむ「 ，ろ併数対 1 になろ う としている。 これに加えて、   晴報は瞬 的に地球をめぐる 

とともにイノベーションが 絶えず生じる 現代にあ っては．イソ     ぐ一，ョ : ソ 普及 過 不毛に Bass 

モデルをただ 適に適用しでイソベ 一、 ;, ョシ の普及ダイナミックス、 を解釈することは 困難に 

なってきているのであ る， 
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